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平成 25年度 東京都介護支援専門員研究協議会 調査研究委員会調査報告 

 

東京都の各保険者に対する 

平成 27年度介護保険制度改正等に関する調査報告i（速報） 

 

 

平成 25年度調査研究員会では、「平成 27年度介護保険制度改正等に向けたアンケート調査」を都内全 62の保

険者に実施し、40市区町村からの回答を得た(回収率 64.5％)。 

調査は、記名自記式のアンケート方式で実施した。平成 26 年 1 月 6 日に郵便で都内全保険者の介護保険の担

当課宛に発送し、1月中に郵送で返送してもらい回収した。 

質問項目は、「地域包括ケアシステムについて」「地域ケア会議について」「要支援について」「小規模多機能型

居宅介護について」「セルフケアプランについて」の現在の状況や今後の予定や予想についてであった(別紙参照)。 

 

1. 回答状況 

回答していただいたのは 40市区町村（19区 17市 2町 2村）で、到着順に、八丈町、福生市、日野市、神

津島村、小笠原村、青梅市、西東京市、荒川区、江戸川区、三鷹市、狛江市、日の出町、武蔵野市、江東区、大

田区、世田谷区、清瀬市、稲城市、練馬区、中野区、羽村市、港区、文京区、あきる野市、杉並区、足立区、東

久留米市、東大和市、目黒区、墨田区、渋谷区、北区、台東区、豊島区、小平市、新宿区、中央区、調布市、八

王子市、多摩市であった。 

 

2. 現在、回答結果を分析中であるが、「地域包括ケアシステムなどにおいて、地域の介護支援専門員に期待す

ることや進捗状況について」の記載欄に寄せられた意見を速報として公開する。 

 

 法令コンプライアンス、自己研鑽、高い資質をもって業務を行っていただくことを期待しています。 

 小さな市町村では、人材、財源、ノウハウが足りなくて、無謀すぎるシステムであると考える。 

 地域包括ケアにかかる地域の介護支援専門員の協力は不可欠である。利用者の自立支援に資するケアプラ

ンの作成など、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けていけるよう連携を図っていきたい。 

 医療、関係職種との連携推進 

 地域の社会資源を熟知し、介護保険以外のツールも活用していくスキル。 

 地域包括ケアシステム、構築のために一翼を担っていただきたいです。 

 これまでは、ケアプランの中でインフォーマルサービスを入れていることが少ないように思われる。今後はケア

マネジャーも地域サービスや地域の団体とより強くつながるようでありたい。 

 地域ケア会議だけでなく、様々な場において、地域のリーダーとして主体的にかかわっていただくよう期待して

いる。 

 「地域のケアマネジャー」という意識で事業所の垣根を越えた連携を期待。 

 高齢者に日常的に接していることから、地域ケア会議において、個別の課題の発見・解決のための手段など

の提供者としての役割を期待する。 

 地域包括ケアシステム構築の検討を開始しており第６期介護保険事業計画に反映させる予定。 
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 介護支援専門員の支援について、地域包括支援センター、主任ケアマネや居宅支援事業所主任ケアマネを

協働して取組んでいるが、支援内容の充実と支援体制の整理等課題がたくさんある。 

 さらに実力をつけネットワークの結び方や対人援助技術、危機判断についての能力を向上していただき

たい。これからも自立支援としてベストなプランを追及していただきたい。 

 地域包括支援センターと連携した対応を今後も続けていく。 

 主任ケアマネ対象の研修の中で、模擬地域ケア会議を実施することで、その意義や役割を習得する機会とな

っている。主任ケアマネの意識が高く、今後ケアマネを支援する立場としての活動も期待したい。 

 多職種における情報の共有化とケアマネの資質向上 

 地域包括ケアシステムの中のさまざまなサービスやしくみを要介護者と結びつけるキーパーソンとして、介護

支援専門員の役割は更に大きくなると考えます。総合的な知識のもとでの利用者支援に期待します。 

 本人、家族の能力や様々な社会資源を活用した自立支援型のケアプランの促進に期待します。 

 地域包括ケアシステムの中の実現のためには、介護サービスや生活支援サービスはもとより、医療と介護双

方における多職種連携が重要とされる。また、医療ニーズのある要介護高齢者を在宅で支えていくためには、

定期巡回、随時対応型サービス、複合型サービス等の整備促進を図るとともに居宅介護支援専門員には医

療に関する知識習得のほか、自立支援に資するケアマネジメントの更なる促進などケアチームのリーダーとし

て役割を期待する。 
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アンケートにご協力いただいた、各区市町村の高齢支援・介護保険ご担当の方々に心よ

り御礼申し上げます。

また、東京都介護支援専門員研究協議会の理事、各委員会の正副委員長の方々には、調

査票の設計や内容等に関して有益なご意見、建設的なアドバイスをいただいたことに心よ

り御礼申し上げます。

ご協力いただいた区市町村（アンケート収受日順）

八丈町 福生市 日野市 神津島村 小笠原村 青梅市 西東京市 荒川区 江戸川区

三鷹市 狛江市 日の出町 武蔵野市 江東区 大田区 世田谷区 清瀬市 稲城市 練

馬区 中野区 羽村市 港区 文京区 あきる野市 杉並区 足立区 東久留米市 東大

和市 目黒区 墨田区 渋谷区 北区 台東区 豊島区 小平市 新宿区 中央区 調布

市 八王子市 多摩市 （１９区１７市２町２村、計４０区市町村）


